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北　星　論　集（経） 　第 58 巻　第１号（通巻第 74 号）
るからこそ，それぞれのメンバーの良さも
分かり，達成感も大きいと感じた。
3．「講演会」企画に対しての改善点
・レギュラーの判例研究と「講演会」企画の
両立。
・報告・連絡・相談をしっかりとすること。
・オンとオフの切り替えをしっかりと行い，
やるべきことは危機感をもって取り組むこ
と。
・リーダーシップの発揮の仕方。
・打ち合わせの回数が多かった。
・無駄話で時間が取られることを避ける。
・時間にルーズな点は改善の必要がある。
　企画の満足度は，企画に参加した学生全員
の平均ではないが，4点と高いものだった。
本企画は，他の「外部講師による講演会」企
画と違って，ある程度，学生たちが自由に企
画テーマ・企画案を決定して，企画活動を展
開していったことも，高い満足度の理由に
なったと考えられる。また，同時期に2年ゼ
ミの学生が取り組んでいた2017年度「債権法
講演会」に対してのライバル心もあったよう
に思われる。「法学講演会」企画の方が，「債
権法講演会」よりも若干遅れてスタートした。
「債権法講演会」のテーマ決定・企画案作成
の難しさや，チーム運営・チームワークの問
題を見て，「債権法講演会」よりも良い企画
にすると学生たちが意識したことも，「法学
講演会」の企画活動のモチベーションになっ
ていたようである。
　学生たちの「講演会企画」参加の理由は，
自分を変えたい（変わりたい），力を伸ばし
たい，という点にあったように思われる。企
画に対しての満足度が示すように，企画終了
後のアンケートも，自分自身に対して好意的
な評価が多かった。
　学生たちに，ある程度自由に，企画活動を
展開させた反面，本「講演会」企画に参加し
た学生全員から，企画終了後のアンケートが
提出されなかったことからも分かるように，
企画を通じて，学生に規律性を身につけさせ
ることができなかった。企画活動中に，学生
をどのように導いていくか，そして，企画終
了後，学生たちの自信，その成長の自覚を，
どのように定着させていくかは，学生指導・
足立の課題である。
５．まとめ
　以上が，2017年度「外部講師による講演会」
企画『法学講演会─痴漢冤罪から見る刑事手
続の問題点─』の概要と学生取組みの成果で
ある。企画当初は，ワイドショー的な関心か
らの企画立案で，どうなるかと心配だった。
学生たちは，川上先生，ゼミの先輩学生（と
足立）からの指摘を受けつつ，学生同士の議
論を通じて，取調べの可視化と弁護士の立会
いという刑事手続上の問題点に辿り着いた。
学生たちは，川上先生，先輩学生（と足立）
の指摘を受けつつも，ほぼ独力で，講演会の
構成や原稿を創りあげた。この点，学生たち
の頑張りと成長を評価したい3）。学生たちは，
お忙しいなか外部講師を務めていただいた川
上先生からも，お褒めの言葉をいただいた。
　2年次の「外部講師による講演会」企画は，
足立の学生指導・教育スケジュールでは，学
生たちに，企画立案の楽しさ，専門的な学習
の面白味や，企画実現による達成感，それに
よる学生の自信と成長の自覚を与えることに
ある。4．に見られるように，学生にそれらの
思いを植え付けることはできたのではないと
思われる（思いたい）。
　「外部講師による講演会」企画は，外部講
師の協力がなければ成り立たないものであ
る。足立の無理なお願いを受け入れて，学生
教育・指導に手を貸していただいた弁護士　
川上先生に，この場を借りて，謝意を表した
い。「法学講演会」後の学生の取組み・姿勢に，
川上先生による学生指導の成果を見て取るこ
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とができる。
　また，あらゆる「外部講師による講演会」
企画と同様に，本企画も，学生の自主的な参
加がなければ成り立たない。企画のために自
分の時間を割いて，企画に参加してくれた学
生たちにも，謝意を表したい。「講演会」企
画に取り組んで，そこから学んだことは，学
生たちの実績である。
 （了）
１） 詳細は，拙稿「『外部講師による講演会』企画 
での民法教育と社会人基礎力の育成：法教育
との関連も視野に入れて」法と教育6号79頁以
下， 拙稿「『外部講師による講演会』企画を通
じて の学生指導と教育」北星論集56巻1号43
頁以下，足立清人・2016年度「債権法講演会」
企画チーム（大部優斗，亀岡裕哉）「2016年度
外部講師による講演会企画『債権法講演会─
奨学金問題を考える』報告」北星論集57巻2号
93頁以下を参照。
２） 2015年度・2016年度の「法学」の講義には，
憲法・民法・刑法それぞれに1回ずつ，札幌弁
護士会から弁護士の先生を派遣していただき，
ご講演を行っていただいていた。足立がその
コーディネーターを務めていたことから，学
生が選定したテーマに応じて，そのときにご
講演をしていただいた弁護士の先生の誰かに，
2017年度「法学講演会」の講師を依頼しよう
と考えていた。
３） その具体的な内容については，足立の専門外
の分野なので，評価することはできない。

